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【序論】 
ホタル生物発光では基質であるルシフェリンが Mg2+, ATP 存在下、酵素ルシフェラーゼの作用
によりアデニル化され、次に酸素化され、λ = 560 nm で発光する。この発光効率は約 40%と非
常に高いため、発光波長制御を行う事により、マルチカラーモニタリングや生体内深部バイオイ
メージングの分野への応用が期待されている。ルシフェラーゼ変異体を用いた発光波長制御で

















X 1a : X = H (firefly luciferin)
1b : X = F
1c : X = Cl
1d : X = Br
1e : X = I
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Fig. 1  7 位ハロゲン化ホタルルシフェリンアナログ 1a～1e 
 
 そこで、本研究では５、７位にハロゲンを置換したハロゲン２置換ホタルルシフェリンアナロ









2a : X = F
2b : X = Cl
2c : X = Br





Fig. 2  5,7 位ハロゲン化ホタルルシフェリンアナログ 2a～2d 
 
